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　 OFDM 変調方式デ ィ ジ タル FPU の 伝送特性

Transmission　Characteristics　of 　OFDM 　Field　Pickup　Unit
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　 NHK 　Science 　and 　Technical 　Research　Laboratories
艸

（株）次世代デ ィ ジタル テ レ ビ ジ ョ ン 放送シ ス テ ム研究所
Advanced 　Digita1　Television　Broadcasting　Laboratory

・
　 An　 OFDM （Ortllogonal　Frequency　Division　Mu 晦 1exing）djgital　FPU（Field　Pickup　Uniピ）at　800MHz

flequency　band　has　been　developed．　OFDM 　i忌akind 　of　multi−ca π ier　digi田I　modulation 　schcme 　and 　shows 　excellen 監

performance　in　multi −path　fading　environments ，「lherefore　this　FPU 　system 　is　expected 　lo　be　efficienこin　the　case 　of　rnobile

鍵ansmission 　e，g．　a　iive　program　relay　of　a　marathon 　race．　This　paper　describes　the　parameters　and 　transmission 　characteristics

of 　the　experimentaI 　unit ．

1．まえが き

・OFDM 変調方式は移動受信等で発生するマ ル チ

バ ス フ ェ
ージ ン グに対 して優れた特性を有する変調

方式で あるω 。こ の 特性 を利用 し、 移動体か ら の映像、

音声の素材伝送用 FPU （Field　Pickup　Unit）に OF

DM ディ ジ タ ル 変調方式を応用 した実験装置を開発

した 。 本稿で は、開発 した OFDM デ ィ ジ タ ル FPU

の 概要と靈内実験の結果 を示す 。

2 ．OFDM − FPU

　マ ラ ソ ン 等の イベ ン トの 移動体か らの 中継におい

て は、一般 の 固定中継 とは異な り、時々刻々変化する

伝送路の フ ェ
ー

ジ ン グやマ ル チパ ス （ゴース ト）に よ

figure　1　 Spectrum　of 　OFDM

る伝送品質の劣化が大きな問題 となる 。 こ の ため、中

継現場におい て は 、
コ
ー

ス沿い の 多くの受信点に向け、

随時の ア ン テ ナ方向調整 と タイ ミ ン グをは か っ た ア

ン テ ナ切 り替えな ど、 運用上 の 工夫を行 っ て い る 。 伝

送上 の 問題 を解決 で きれば 、 高品質で安定 した中継伝

送が 可 能とな る 。

　今回 、 開発 した FPU 実験装置の仕様 を表 1 に示す。

また 、 伝送ス ペ ク トル を図 1 に示す 。 水平面無指向の

送信ア ン テ ナ に よる移動送信を想定 し、マ ル チ パ ス フ

Table　l　 S　 i爺cation 　of 　OFDM −FPU

mod ロlation　method PSK ・OFDM

channel 　bandwidth 9MHz

radio 　frequency 774．5MHz 、　 7835MHz

7925MHz 、　 801、5MHz

e価ec監ive　s　 mbol 　dぴration 64　　sec

uard 　interval 2　 sec

　　　噛 ，
camler 　s　acm 15．625kHz

frame　duration 64ms  

number 　of　symbols

　　　　　 rframe

　　　　　　　　　　　1000
incl凵din　 4　s　 nchronous 　s　 mbols

biξmte 17．264Mbs

error　collectlon　schemc
’RS （255，240）＋convoluIional　codc

　　　　　　　　　　　　　（r司 仏 314）
・RS （255，240）

info  a！ion　bit　raヒe8 ．32、 12．64、 16．48Mbs
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figure　2
　　　（ンN 【dB ］
BER 　vs ．α N （without 　error　collection）

エ
ージ ン グ に強い 特性を得る ため 、 各キ ャ リア の 変調

方式は DQPSK とした。 また 、
ガ ードイ ン ターバ ル

長は 、中継距離が短 い こ と、受信側か らア ン テ ナ の 方

向調整が可能である こ と、伝送容量等を考慮 し2 μ s

とした 。

m p
　図 2 に誤 り訂正前の CN 比対 ビ ッ ト誤 り率特性 を

示す 。 DU 比 8dB の ゴース ト1波を加えた場合、同

一ビ ッ トレー トの QPSK は CN 比 を 大 きく し て も

ビ ッ ト誤 り率は 10『a以下 には改善されない が、OF

DM は CN 比 20dB で 、2桁以上 の ビ ッ ト誤 り率の

改善がある こ とが わか る 。

　図 3 に ゴース ト 1波 の 遅延時間対 ビ ッ ト誤 り率特

性 を示す。CN 比 は 20dB一定で ある e 遅延時問がほ

ぼ ガー
ドイン タ

ーバ ル長を越える点から 、
ビ ッ ト誤 り

率は増大する 。 しか し 、訂正前の ビ ッ ト誤 り率が 10｝3

〜10層2 程度で あれば実用 とな る の で 、DU 比 8dB 以

上あれ ば、許容で きる遅延時間は ガ ー
ドイ ン タバ ル よ

り 10 μ s 程度大 きく見込まれ る 。

　 なお、誤 り訂正後の ラ ン ダム雑音妨害に対する特性

は、符 号化率 1／2の畳み込み符号を用い
、 情報ビ ッ ト

L・
一一ト8．32Mbps の 映像を伝送する場合、CN

此 lO ．5dB 以上 で 、 画質劣化の ない 伝送が可能で あ

る こ とを礁鰓した。
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　今回、OFDM 変調方式を用い た素材伝送用デ ィ ジ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ

タ ル FPU を試作し、 実用化の見通 しを得た。

『
今後 、

．：．

実際の受信環境で の特性確認を行 い
、伝送バラ メ ご タ

の最適化を図るとともに 、小型化を検討す る 。

》’
1　’・

　 OFDM − FPU が、現行の FM 変調 FPU に比べ

て 、 見込まれ る所要 CN 比は小 さく、 そ の 電力た余袵

が ある こ と と、マ ル チ パ ス 妨害に強い ごとか らぐ永平

面無指向の送信ア ン テ ナを用い て 、 画質劣化の ない 中

継が期待で きる 。

　本装置の実用化に より、
マ ラ ソ ン などの 移動中継め

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 ／
’

既存の 手法を根本か ら変革する 可能性がある 。
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